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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
第
12
回
総
会
の
ご
案
内�

�

理
事
長　

澤 

井　
　

勝

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
第
12
回
定
期
総
会
を
来
る
６
月
３
日
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
ご
出
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
一
部
は
、
２
０
１
６
年
度
の
活
動
の
反
省
と
２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
の
決
定
に
向

け
て
ご
議
論
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
二
部
は
、記
念
講
演
会
と
し
て
、政
府
の「
働
き
方
改
革
」の
柱
で
あ
る「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
「
今
後
の
日
本
的
雇
用
」
に
つ
い
て
、
裁
判
例
な
ど

司
法
の
動
向
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
講
演
を
90
分
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
30
分
間
は
会
場
の
皆
様
と
の
ご
議
論
の
場
と
し
ま
す
。

　

第
三
部
は
、
様
々
な
職
業
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
勤
労
者
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
ふ
さ
わ
し
い
名
刺
交
換
会
の
場
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時
：
２
０
１
７
年
６
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～
17
時
15
分

会　

場
：
同
志
社
大
学　

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
良
心
館
Ｒ
Ｙ
１
０
５ （
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
鉄
烏
丸
線
「
今
出
川
」
駅
下
車

第
一
部
：
第
12
回
定
期
総
会
（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

第
二
部
：
講
演
会
と
討
論
会
（
15
時
～
17
時
15
分
）

テ
ー
マ
：「
働
き
方
改
革
の
行
方
と
課
題

　
　
　
　
　

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
原
則
を
中
心
に
今
後
の
日
本
的
雇
用
を
考
え
る
」

講　

師
：
中
島
光
孝
（
弁
護
士
、
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
副
理
事
長
）

定　

員
：
１
５
０
人

参
加
費
：
１
，
０
０
０
円

第
三
部
：
懇
談
会
（
18
時
～
20
時
）

参
加
費
：
５
，
０
０
０
円
（
第
２
部
参
加
費
を
含
む
）

会　

場
：「
お
お
た
や
」（
烏
丸
通
夷
川
東
入
ル
南
側
）
地
下
鉄
烏
丸
線
「
丸
太
町
」
駅
下
車
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　去る２月４日、京都商工会議所を会場にして「2017年新春交流会の記念シンポジウム」が開催されました。
会場には、およそ90名が参加され、３人の登壇者からの報告や質問を交え、開催されました。参加者のうち41
名の方がアンケートに回答をしていただきましたので、その結果をそのまま、ここに紹介させていただきます。

「ストレスチェック制度は、過労自殺など
メンタルヘルス対策にどこまで有効か」

2017・2・4　シンポジウム　参加者アンケート結果

質問１ 今回のシンポジウムの企画は、どこでお知りになりましたか。

① 主催者 ② メール ③ チラシ ④ 新聞 ⑤ 知人 ⑥ その他

質問２ 参加の主な動機や関心。

① 過労死等防止対策 ② ストレスチェック制度

への理解

③ ①と②のマッ

チング

④ 職場のメンタルヘルス対策 ⑤ 復職を含めた就労支援 ⑥ その他

質問２への手書きでのご回答

＊世界人権研究センター第 部（企業と労働）部会での研究。講演（人権講座）での活用。

質問３ 総じて今回のシンポジウムは、有意義でしたか。

① 有意義だ ② 比較的有意義だ ③比較的無

意味だ

④ 無意味だっ

た

質問４ それはなぜですか。

①自分の知りたい事にフ

ィットした

②比較的新しい発見が

あった

③自分の問題意識に合致

せず期待外れだった

その他

質問４への手書きでの回答 
＊（②の回答に加えて）ものすごい講師を呼ぶようになったと言うマイナスの驚きと発見は大きい。○○

先生が真っ向否定されただけはあると痛感した。 
＊別研修でも集団分析の活用については「好事例」「グループワーク」という事がキーワードだったので、

今日、同じキーワードが出たのでポイントであると学べた。（選択回答なしの方） 
質問５ 今回の企画で特に印象に残った報告者とその内容など自由に記載して下さい。

① 三柴 ② 上床 ③ 山根

① 〈三柴〉 
＊ストレスチェックの制度趣旨が明確になった。長時間労働対策２点が興味深かった。 
＊三柴先生の「人を幸せにするキーワード」に触れられた点。 
＊三柴先生の講演、力強く、方向性が明確で納得できた論理でした。もっと聞きたい！ 
＊ストレスチェック制度（面接等）を作った趣旨が職場改善をする担い手の育成のはずが「こまったさん」

対象の面接になっているという現状。（どうするか制度づくりに心を悩ませるところです）対象の選び

方を考えたい。 
＊到達点に至ったプロセス 
＊障害者雇用との接点。 
＊法的にみた傾向 
＊医師面接の内容 
＊ストレスチェックとは何かがわかった。 
＊判例をわかりやすく説明して頂いてよかったです。 
＊過労死等の判例から新しい視点が得られた。 
＊ストレスチェックの本来のあり方、現状 
＊非常に酷い報告だった。事前に少し情報を得ていたので、先入観から判断してはいけないとは思ったが、

予想以上のひどさで驚いた。あったかサポートの企画にこれは相応しいかと苦慮する。あったかサポー

トの今後の方針にひどく不安と疑問を感じざるを得ない。 
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質問１ 今回のシンポジウムの企画は、どこでお知りになりましたか。

① 主催者 ② メール ③ チラシ ④ 新聞 ⑤ 知人 ⑥ その他

質問２ 参加の主な動機や関心。

① 過労死等防止対策 ② ストレスチェック制度

への理解

③ ①と②のマッ

チング

④ 職場のメンタルヘルス対策 ⑤ 復職を含めた就労支援 ⑥ その他

質問２への手書きでのご回答

＊世界人権研究センター第 部（企業と労働）部会での研究。講演（人権講座）での活用。

質問３ 総じて今回のシンポジウムは、有意義でしたか。

① 有意義だ ② 比較的有意義だ ③比較的無

意味だ

④ 無意味だっ

た

質問４ それはなぜですか。

①自分の知りたい事にフ

ィットした

②比較的新しい発見が

あった

③自分の問題意識に合致

せず期待外れだった

その他

質問４への手書きでの回答 
＊（②の回答に加えて）ものすごい講師を呼ぶようになったと言うマイナスの驚きと発見は大きい。○○

先生が真っ向否定されただけはあると痛感した。 
＊別研修でも集団分析の活用については「好事例」「グループワーク」という事がキーワードだったので、

今日、同じキーワードが出たのでポイントであると学べた。（選択回答なしの方） 
質問５ 今回の企画で特に印象に残った報告者とその内容など自由に記載して下さい。

① 三柴 ② 上床 ③ 山根

① 〈三柴〉 
＊ストレスチェックの制度趣旨が明確になった。長時間労働対策２点が興味深かった。 
＊三柴先生の「人を幸せにするキーワード」に触れられた点。 
＊三柴先生の講演、力強く、方向性が明確で納得できた論理でした。もっと聞きたい！ 
＊ストレスチェック制度（面接等）を作った趣旨が職場改善をする担い手の育成のはずが「こまったさん」

対象の面接になっているという現状。（どうするか制度づくりに心を悩ませるところです）対象の選び

方を考えたい。 
＊到達点に至ったプロセス 
＊障害者雇用との接点。 
＊法的にみた傾向 
＊医師面接の内容 
＊ストレスチェックとは何かがわかった。 
＊判例をわかりやすく説明して頂いてよかったです。 
＊過労死等の判例から新しい視点が得られた。 
＊ストレスチェックの本来のあり方、現状 
＊非常に酷い報告だった。事前に少し情報を得ていたので、先入観から判断してはいけないとは思ったが、

予想以上のひどさで驚いた。あったかサポートの企画にこれは相応しいかと苦慮する。あったかサポー

トの今後の方針にひどく不安と疑問を感じざるを得ない。 
 

 

＊エビデンスはほとんどない。自信があるなら、ストレスチェックはやらなくていい。長時間労働は象徴

にすぎず、個人と組織の双方が進化し環境適応していけるか。ストレスチェック制度は不確実性が前提

なので戦略と時間が必要。 
＊ストレスチェック制度の根本理念。働き方(労働者）と経営の一体化が重要。 
＊安全配慮義務の内容が「予防」につながるようにする。 
＊Ｐ３０～三柴先生の考え方。形式ではなく本音での講演。 
＊ストレスチェック不要―企業に自信があれば……。同感です。本質をついた話に感銘致しました。 
＊①労災責任（民事）責任を当該企業の取締役に課する。判例動向は―企業の社会的責任（ＣＳＲ）とし

ての労働安全義務強化に役立つ。②最近の判例動向の産業医の役割重視傾向の指摘は重要。③過労死防

止のための職場、衛生委員会、安全委員会への労働者参加は「労働者参加」の意味も含め、過労死防止

に有益。 
② 〈上床〉 
＊障害の説明 
＊ストレスチェック制度の目的 
＊ストレス反応、身体的ストレス反応について 
＊パーソナリティ障害等、個人の障害 
③ 〈山根〉 
＊企業内での対策（職場環境改善）の方法は参考になった。管理職個別面談、職場でやれることをリーダ

ー育成と同時にやれることなど。 
④ その他 
＊それぞれのお立場で、現状をお話いただけてよかったです。ストレスチェックの活用、制度が形骸化し

ないよう、より一層の工夫が必要ですね。 
＊みなさん、それぞれ違った方向で印象に残った。絞って内容を書くのは難しく感じた。 
質問６ 今後どのようなテーマを掲げてほしいと思いますか。

＊働く喜び

＊労働者目線から見た労働法 労働基準法）。コンビニなど使用者の労働基準法違反事例がマスコミでよく

みられるので

＊多様性（障害者を含む）雇用サクセスストーリー。

＊職場や仕事を少しでも好きになってもらうために。

＊ワーク・ライフ・バランスや男女の働き方のあり方（世代間での違い）等があると興味がさらに深まり

ます。

＊質問５の理由により記述不能、むしろあったかサポートの支持する働き方改革を示してほしい。

＊働き方改革というが、男性が育児休業を取るという発想自体が男女ともに浸透していないし、男性の家

事・育児能力へも支援が必要なように思うが、どのような事業所レベルでの取り組みがあるのか。

＊同一労働同一賃金を社内でやっても意味が無い。同一業種同一賃金という横へ拡げていかねばならない

と言う意見をききました。より深めてほしいです。

＊過重労働なかなかなくならない。

＊「労働者の人権」とか「企業と人権」と言った「人権」の観点を押し出したテーマの設定。
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年
金
改
革
法
の
概
要
は
▽
年
金
額
の
改

定
ル
ー
ル
の
見
直
し
▽
短
時
間
労
働
者
の

さ
ら
な
る
厚
生
年
金
加
入
拡
大
▽
国
民
年

金
加
入
者
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
産
前

産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
▽
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

の
組
織
見
直
し
▽
日
本
年
金
機
構
の
国
庫

納
付
規
定
の
整
備
―
の
５
つ
で
す
。

　

今
回
は
こ
の
う
ち
受
給
者
に
も
っ
と
も
影

響
が
大
き
い
年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
の
見
直

し
で
す
。
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
と
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
の
２
つ
あ
り
ま
す
。
短
時
間

労
働
者
以
下
の
４
項
目
と
、
年
金
改
革
法
と

同
時
に
成
立
し
た
年
金
機
能
強
化
法
（
受
給

資
格
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
）
の
問

題
点
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に
話
し
ま
す
。

▽
中
途
半
端
な
ル
ー
ル

　

現
在
の
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
改
定

ル
ー
ル
は
複
雑
で
す
が
、
図
を
み
て
い
た
だ

け
れ
ば
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
新
規

裁
定
の
場
合
は
賃
金
の
変
動
（
３
年
間
の
平

均
）
に
応
じ
て
、
既
裁
定
の
場
合
は
前
年
の

物
価
変
動
に
応
じ
て
改
定
す
る
の
が
基
本
で

す
。
図
①
②
③
の
場
合
で
す
。
た
だ
、
図
⑥

の
よ
う
に
物
価
上
昇
が
賃
金
上
昇
よ
り
大
き

い
場
合
は
、
新
規
裁
定
、
既
裁
定
と
も
賃
金

を
ベ
ー
ス
に
改
定
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
今

後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
見
直
し
は
図
④
⑤
の
場
合
で
す
。

図
④
は
物
価
よ
り
も
賃
金
の
下
落
が
大
き
い

場
合
で
、
今
は
新
規
裁
定
も
既
裁
定
も
物
価

の
下
落
に
合
わ
せ
ま
す
。
図
⑤
は
物
価
が
上

昇
し
賃
金
は
下
落
し
た
場
合
で
、
今
は
新
規

裁
定
も
既
裁
定
も
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
、
ど
ち
ら

の
場
合
で
も
賃
金
の
下
落
に
合
わ
せ
る
と
い

う
内
容
で
、
今
の
ル
ー
ル
よ
り
年
金
額
は
削

減
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
し
て
見
直
す
か
と
い
う
と
、
年
金
は

現
役
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
賃
金
が
下
が
っ
て

現
役
世
代
が
苦
し
い
と
き
は
、
受
給
者
も
そ

の
分
我
慢
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
考
え
方
で

す
。
た
だ
、
賃
金
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
の
考

え
方
は
今
の
ル
ー
ル
で
あ
る
図
⑥
の
場
合
で

も
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
図
④
⑤
の
場
合
は
そ
の
考
え
方

を
徹
底
せ
ず
、
い
わ
ば
中
途
半
端
に
な
っ
た

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

▽
年
金
額
は
下
げ
ら
れ
な
い

　

背
景
に
は
今
の
改
定
ル
ー
ル
を
決
め
た

２
０
０
４
年
改
革
当
時
の
社
会
、
政
治
状
況

が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
４
年
改
革
で
は
そ
れ

ま
で
の
仕
組
み
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え
て
、
保
険

料
の
上
限
を
決
め
、
そ
れ
で
入
っ
て
く
る
財

源
の
範
囲
内
で
給
付
す
る
形
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
年
金
額
を
抑
制
し
て
い
く
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
も
導
入
し
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
改

定
ル
ー
ル
も
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
ま

し
た
。
改
定
ル
ー
ル
の
考
え
方
は
当
時
も
同

じ
で
し
た
の
で
図
④
⑤
の
場
合
も
今
回
の
見

直
し
と
同
じ
結
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

の
厚
生
労
働
省
は
そ
れ
を
採
用
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
年
金
額
を
物
価
の
下
落
や
名
目
額

を
超
え
て
下
げ
る
こ
と
に
は
大
き
な
抵
抗
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

「
昨
年
成
立
し
た
年
金
改
革
法
の
課
題
」

共
同
通
信
編
集
委
員
　
髙
　
瀬
　
髙
　
明

　

年
金
額
改
定
の
ル
ー
ル
を
見
直
し
て
年
金
水
準
を
さ
ら
に
抑
制
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
年
金
改
革
法
が
昨
年
末
に
成
立
し
ま
し

た
。
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
今
の
年
金
額
を
削
減
し
、
そ
の
分
で
将
来
の
年
金
額
を
確
保
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
政
府
は
「
将

来
の
年
金
確
保
法
、
世
代
間
の
公
平
確
保
法
だ
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
が
、
民
進
党
な
ど
野
党
は
「
年
金
カ
ッ
ト
法
だ
」
と
反
発
し

ま
し
た
。
高
齢
者
の
生
活
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
障
よ
も
や
ま
話
・
そ
の
❶
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戦
後
は
経
済
成
長
時
代
が
続
い
て
毎
年
、

賃
金
も
物
価
も
上
昇
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

年
金
額
は
制
度
始
ま
っ
て
以
来
１
９
９
０

年
代
末
ま
で
前
年
度
の
額
を
下
回
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
な
ど
で
初
め
て
物
価
が
下
が
っ
た

２
０
０
０
年
の
改
定
で
は
本
来
は
減
額
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
政
府
は
高
齢

者
の
反
発
を
恐
れ
て
据
え
置
き
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
特
例
水
準
で
据
え
置
き
は
そ
の

後
３
年
間
続
き
ま
し
た
。
そ
の
ツ
ケ
は
後
で

解
消
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
は
「
す
で

に
引
退
し
て
い
る
高
齢
者
の
年
金
額
を
下
げ

て
い
い
の
か
」
と
い
う
雰
囲
気
が
、
政
治
家

だ
け
で
な
く
、
厚
労
省
自
体
に
も
あ
り
ま
し

た
。
賃
金
も
物
価
も
上
昇
す
る
と
い
う
の
が

そ
れ
以
前
の
通
常
の
姿
で
し
た
の
で
、
図
④

⑤
の
よ
う
な
年
は
ま
れ
に
し
か
な
い
だ
ろ
う

と
み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
実
態
は
違
い
ま
し

た
。
２
０
０
５
年
度
こ
そ
図
①
の
ケ
ー
ス
で

し
た
が
、
デ
フ
レ
経
済
が
続
い
た
２
０
０
６

年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
12
年
間
で
通
常
の

姿
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
図
④
⑤

の
場
合
が
８
回
、あ
と
は
図
⑥
の
場
合
で
す
。

こ
の
た
め
、「
も
う
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な

い
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

▽
ス
ラ
イ
ド
率
を
持
ち
越
す

　

見
直
し
の
も
う
一
つ
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
で
す
。
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
加
え

て
働
く
現
役
世
代
の
減
少
や
平
均
余
命
が

伸
び
た
分
だ
け
年
金
額
を
抑
制
す
る
仕
組
み

で
、
抑
制
率
は
毎
年
度
変
わ
り
ま
す
が
０
・

５
～
１・
９
％
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
今
の
ル
ー
ル
で
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
が
働

く
の
は
賃
金
や
物
価
が
上
昇
し
た
場
合
で
す

の
で
、
適
用
さ
れ
た
の
は
２
０
１
５
年
度
だ

け
で
す
。

　

厚
労
省
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
を
ど
ん
な
経
済

状
況
で
も
毎
年
度
、
確
実
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

反
対
が
多
く
て
断
念
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
代
わ
り
に
出
て
き
た
の
が
今
回
の
見

直
し
で
す
。
賃
金
や
物
価
が
上
昇
し
た
場
合

だ
け
適
用
す
る
と
い
う
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
適
用
で
き
な
か
っ
た
年
度
の
分
は
翌
年

度
に
持
ち
越
す
と
い
う
内
容
で
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
年
度
の
抑
制
率
が
１
％
で

そ
の
翌
年
度
も
１
％
だ
と
し
ま
す
。
最
初
の

年
度
に
適
用
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
翌

年
度
の
抑
制
率
は
前
年
度
の
分
も
加
算
さ
れ

て
２
％
に
な
り
ま
す
。
こ
の
見
直
し
が
実
施

さ
れ
る
の
は
来
年
４
月
か
ら
で
す
が
、
今
の

経
済
状
況
で
は
適
用
で
き
る
年
度
は
多
く
な

い
と
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
何
年
か
た
て
ば
抑

制
率
の
累
積
が
３
％
や
４
％
以
上
に
な
る
の

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
す
る
と
、
あ
る
年
に
賃
金
や
物
価
が

上
昇
し
た
と
し
て
も
抑
制
率
以
上
に
な
る
と
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は
考
え
に
く
い
の
で
、
差
し
引
く
と
年
金
額

は
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。
要
す
る
に
将

来
、
経
済
状
況
が
よ
く
な
っ
て
も
、
年
金
額

は
ま
っ
た
く
増
え
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
将
来
の
年
金
額
は
増
額

　

一
方
、
現
在
の
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
の

改
定
ル
ー
ル
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
適

用
で
き
な
か
っ
た
年
度
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

こ
と
で
、
年
金
財
政
が
大
幅
に
悪
化
し
た
の

も
事
実
で
す
。
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
と
、

２
０
０
４
年
改
革
時
か
ら
年
金
額
を
抑
制
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
当
時
の

給
付
水
準
（
所
得
代
替
率
）
59
・
３
％
が

逆
に
今
は
62
・
７
％
ま
で
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
在
の
水
準
は
相
対
的
に
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
厚
労
省
は
仮
に
２
０
０
４
年

改
革
時
か
ら
今
回
見
直
し
た
２
つ
の
改
定

ル
ー
ル
を
適
用
し
て
き
た
ら
、
現
在
の
基
礎

年
金
は
３
％
（
月
２
千
円
）
減
少
し
て
い
た

と
の
試
算
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
減
少
分
を

将
来
の
給
付
に
回
す
と
、
２
０
４
３
年
の
基

礎
年
金
は
７
％
（
月
５
千
円
）
増
加
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
政
府
・
与
党
は
「
将
来
の
年

金
額
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
見
直
し

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
現
在
の
改
定
ル
ー

ル
で
も
将
来
の
年
金
額
は
削
減
さ
れ
、
所
得

代
替
率
で
い
う
と
50
％
ち
ょ
っ
と
ま
で
下

が
り
ま
す
。
新
た
な
ル
ー
ル
で
は
そ
れ
が
少

し
緩
和
さ
れ
ま
す
の
で
世
代
間
の
公
平
に
も

つ
な
が
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

民
進
党
ら
野
党
は
「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
だ
と

反
発
し
ま
し
た
。
現
在
の
高
齢
者
の
生
活
に

大
き
く
影
響
す
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
い
い
例
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
年
金

額
で
す
。
前
年
の
物
価
は
０・１
％
下
落
し
、

賃
金
も
１・
１
％
下
落
し
ま
し
た
の
で
、
図

④
の
場
合
の
改
定
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
今

は
新
規
裁
定
、
既
裁
定
と
も
物
価
の
下
落
に

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
年
金

額
は
０・
１
％
の
引
き
下
げ
で
済
み
ま
し
た

が
、
新
し
い
ル
ー
ル
で
は
賃
金
の
下
落
に
合

わ
せ
て
１・
１
％
の
引
き
下
げ
と
よ
り
大
幅

な
減
額
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
の
見
直
し
も
適
用
さ
れ
た
と
す
る

と
、
今
年
度
の
抑
制
率
は
０・５
％
で
し
た

の
で
、
そ
の
分
は
来
年
度
に
持
ち
越
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
年
金
の
仕
組
み
だ
け
で
は
限
界

　

で
す
の
で
、
ど
ち
ら
の
言
い
分
も
当
た
っ

て
い
ま
す
が
、
違
い
は
将
来
の
高
齢
者
（
今

の
現
役
世
代
）
を
中
心
に
考
え
る
か
、
現
在

の
高
齢
者
の
生
活
に
注
目
す
る
か
で
す
。
現

役
世
代
は
今
回
の
見
直
し
を
支
持
す
る
向
き

が
多
い
で
す
が
、
私
は
現
在
の
高
齢
者
の
生

活
を
優
先
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
現
在
の
高
齢
者
は
後
か
ら
ル
ー
ル
を

変
更
さ
れ
て
も
対
処
す
る
方
法
が
な
い
か
ら

で
す
。
年
金
額
が
減
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い

ま
さ
ら
働
く
な
ど
で
収
入
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

今
の
年
金
額
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
健
康
保
険
料
や
介

護
保
険
料
は
年
々
増
え
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
医
療
や
介
護
で
は
新
た
な
自
己
負
担
増
が

目
白
押
し
で
す
。
今
回
の
改
定
ル
ー
ル
見
直

し
で
年
金
額
が
削
減
さ
れ
て
も
厚
生
年
金
の

受
給
者
は
ま
だ
耐
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
だ
け
の
人

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
約
９
９
９
万
人
い
て
年

金
受
給
者
の
約
４
分
の
１
を
占
め
、
平
均
受

給
額
は
月
５
万
円
程
度
で
す
。

　

最
近
の
年
金
改
革
は
「
年
金
財
政
の
悪
化

を
食
い
止
め
て
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
」
と
い
う
の
が
う
た
い
文
句
で
す
が
、

こ
れ
に
は
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

年
金
財
政
は
あ
る
程
度
の
経
済
成
長
と
労
働

力
の
増
加
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

前
提
は
不
変
で
は
な
く
、
い
く
ら
で
も
変
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

前
提
を
上
回
る
労
働
参
加
、
例
え
ば
女
性

の
参
加
な
ど
が
あ
れ
ば
年
金
財
政
は
改
善
す

る
上
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
抑
制
率
も

小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
提
よ
り

賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
保
険
料
収
入
も
増
え

て
、
現
在
も
将
来
も
そ
れ
な
り
の
年
金
額
を

維
持
で
き
ま
す
。
年
金
制
度
は
単
独
で
あ
る

の
で
は
な
く
、
雇
用
や
労
働
な
ど
の
土
台
の

上
に
乗
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

年
金
制
度
の
仕
組
み
だ
け
で
持
続
可
能
性

を
高
め
る
こ
と
は
、今
や
も
う
限
界
で
す
し
、

な
に
か
生
産
性
の
な
い
議
論
の
よ
う
に
も
思

え
ま
す
。
い
ま
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
年
金
額
の
減
少
を
食
い
止
め
る
よ

う
な
社
会
、
経
済
状
況
を
一
刻
も
早
く
実
現

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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2016年度　出前授業実施一覧

番号 実施日 学校名 対象者 講義テーマ 人数 コマ
数 備考

1 5月18日
19：30～21：00 鳥羽高校 4年生 働き続けるために知っておきたい事 40 2 寸劇と講義

2 5月12日
14：40～16：00 立命館大学 1年生 働くことと労働トラブル 200 1 講義

3 6月15日
10：40～12：30 北陵高校 3年生 採用時面接 280 2 寸劇

4 6月29日
10：35～12：05 京都女子大学 1年生 労働トラブルの解決方法 150 1 講義

5 8月28日
15：00～16：00

近畿大学 
（京都テルサ） 1～3年生 労働トラブルと労働法 13 1 講義

6 10月20日
13：35～15：05 龍谷大学 3年生 ブラック企業と就活 7 1 講義

7 11月1日 大経大 1年生以上 労働契約 100 1 講義

11月1日 大経大 2年生 アンケートから読み解く 7 1 ワーク

11月1日 大経大 2年生以上 アルバイト経験を語る 15 1 ワーク

8 11月14日 兵庫県立須磨高 3年生 働くことを人権視点から考える 700 1 講義

9 11月17日 奈良朱雀高校 3年生 働くことによるリスクやトラブル 160 4 寸劇と講義

10 11月24日 
16：20～17：50 大谷大学 2年生 労働トラブル等知っておきたい事 40 1 講義

11 11月25日 
9：05～10：25 同志社大学 2年生～4年生 働く上での社会保険制度の適用と課題 40 1 ワーク

12 12月1日 府立福知山高等技
術専門学校

1年生 
2年生 働く前に知っておきたい基礎知識 100 2 講義

13 12月14日 京都府立朱雀高等
学校定時制 1年生 働き続けるために知っておきたい事 30 1 寸劇

14 12月19日 京都女子大学 1年生 ジェンダーと労働法 110 1 講義

15 12月20日 同志社大学 3年生 電通事件を検証する 17 1 ワーク

16 1月16日 立命館大学 1年生 労働トラブルと労働法 20 1 講義

17 1月31日 八幡高等学校 3年生 働く前に知っておきたいこと 15 1 講義

18 2月7日 京都朱雀高校 3年生 労働トラブルに向き合って 240 2 寸劇

19 2月14日 京都朱雀高校 2年生 働き続けるために 240 12 ワーク



2 0 1 7 年  春号

8

　

去
る
３
月
12
日
、
河
原
町
御
池
の
地
下
街
に
あ
る
「
ゼ
ス
ト
御
池
」
を
会
場
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
法
人
の
理
事
を
中

心
に
19
名
が
顔
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
場
に
準
備
さ
れ
た
専
用
ブ
ー
ス
で
は
、

当
会
の
社
会
保
険
労
務
士
ら
が
訪
れ
た
市
民
を
対
象
に
公
的
年
金
や
労
働
関
係
の

相
談
に
応
じ
ま
し
た
。（
掲
載
の
写
真
は
そ
の
様
子
で
す
。）

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
司

会
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
楽
し
く
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

尚
、
当
日
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
の
相
談
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　
（
１
）�

遺
族
給
付
と
老
齢
給
付
の
併
給
・
選
択
に
つ
い
て

　
（
２
）
パ
ー
ト
の
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て

　
（
３
）�

失
業
給
付
の
受
給
に
つ
い
て
（
家
族
の
介
護
の
た
め
離
職
）

　
（
４
）
有
期
雇
用
契
約
に
つ
い
て
（
再
就
職
）

　
（
５
）�

有
期
雇
用
契
約
の
終
了
と
手
続
き
に
つ
い
て

京
都
市
主
催

「
き
ょ
う
と
地
域
力
ア
ッ
プ
お
う
え
ん
フ
ェ
ア
」
に
出
展

　
当
会
の
社
会
保
険
労
務
士
が
専
用
ブ
ー
ス
で
労
働
・
年
金
相
談
を
実
施

相
談
に
応
じ
る

木
村
・
中
川
両
社
会
保
険
労
務
士

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
Ｄ
Ｊ
と

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
笹
尾
常
務
理
事
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編
集
部

　

近
年
、
一
人
の
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間

で
生
じ
る
個
別
労
働
紛
争
が
高
止
ま
り
傾

向
に
あ
り
、
特
に
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど

所
謂
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

解
雇
、
自
己
都
合
退
職
、
労
働
条
件
の
切
り

下
げ
な
ど
に
係
る
相
談
先
と
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
で
は
、
労
働
行
政
の
所
管
が
異
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

労
働
行
政
へ
相
談
を
す
る
と
な
る
と
、
労

働
基
準
監
督
署
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
基
準
監
督
署

は
基
本
的
に
明
白
な
法
令
違
反
に
対
す
る
監

督
指
導
が
職
務
な
の
で
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
労
働
者
側
か
ら
の
言
い
分
だ
け

で
は
、
明
白
な
法
令
違
反
が
あ
っ
た
と
ま
で

は
認
定
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
な
か

な
か
動
き
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
労
働
局
に
は
、
労
働
局
長
に
よ
る

助
言
・
指
導
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
使
用
者
側
に
対

し
、助
言
・
指
導
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

労
働
局
で
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

個
別
労
働
紛
争
の
相
談
や
解
決
方
法
を
問
う

　

近
年
、
国
の
「
働
き
方
改
革
」
が
進
め
ら
れ
女
性
や
若
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、
妊
娠
・
出

産
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
変
更
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
労
働
相
談
の
中
で
も
就
職

し
た
も
の
の
離
職
し
た
い
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
個
別
労
働
紛
争
が
生
じ
た
場
合
の
相
談

先
や
解
決
方
法
に
つ
い
て
弁
護
士
の
伊
山
正
和
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュー

弁
護
士
　
伊
　
山
　
正
　
和

や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
限
ら
ず
、

様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
雇
用
環

境
・
均
等
室
が
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部

　

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
行
政
機
関
に
お

け
る
、
相
談
先
の
違
い
は
分
か
り
ま
し
た
。
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
も
、
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

（
室
）
で
も
相
談
に
応
じ
て
頂
け
る
の
で
す
ね
。

次
に
行
政
機
関
に
お
け
る
相
談
と
解
決
方
法

の
違
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
山
弁
護
士

　

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、相
談
を
受
け
て
、

使
用
者
側
に
労
働
基
準
法
そ
の
他
関
係
法
令

に
対
す
る
明
白
な
違
反
行
為
が
あ
る
と
認
め

れ
ば
、
是
正
勧
告
を
し
ま
す
。
時
間
外
労
働

や
最
低
賃
金
の
問
題
な
ど
、
違
反
が
客
観
的

に
明
ら
か
な
場
合
に
は
有
用
で
す
。

　

労
働
局
で
は
、
相
談
を
受
け
て
、
先
ほ
ど

述
べ
た
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
労
働
局
で
実
施

し
て
い
る
あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用
を
打
診
し

て
、
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
を
通
じ
た
解

決
を
模
索
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

編
集
部

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ

テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
不
利
益

取
扱
の
禁
止
規
定
に
加
え
て
、
事
業
主
に
よ

る
防
止
措
置
に
つ
い
て
の
規
定
が
新
た
に
で

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
所
謂
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
労
働
法

で
は
そ
の
定
義
も
あ
り
ま
せ
ん
。
解
決
方
法

に
お
い
て
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
違
い
が

生
じ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
機
関

に
お
け
る
紛
争
解
決
方
法
に
お
い
て
両
者
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
厚
労
省
が
６

類
型
を
設
け
て
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
法
律
上
、
明
確
な
定
義
づ
け
は
、
ま
だ
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

場
合
、受
け
手
で
あ
る
労
働
者
の
主
観
で
は
、
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使
用
者
か
ら
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
と
主
張

し
て
い
る
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
客
観
的
に

は
、
使
用
者
に
よ
る
指
導
と
し
て
許
容
さ
れ

得
る
も
の
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
事
実
認
定
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
証
拠
に
基
づ
く
判
断
が
必
要
で
、
双

方
の
言
い
分
が
対
立
し
て
歩
み
寄
れ
な
い
場

合
に
は
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
そ
う
い
っ
た
出
来
事
そ
の
も
の
が
、

お
よ
そ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
と
い
う
場

合
が
少
な
く
な
く
、
た
と
え
使
用
者
側
が
そ

ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
と
こ

ろ
で
通
用
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
紛
争
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
が
是

正
・
指
導
を
行
い
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

編
集
部

　

労
働
行
政
へ
の
相
談
は
、
労
働
者
か
ら
の

も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
日

次
の
よ
う
な
労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
辛
い
、
と
い
う
こ
と
で
誰
か

に
相
談
し
た
い
、
け
れ
ど
も
職
場
に
は
信
頼

で
き
る
上
司
や
同
僚
、
労
働
組
合
も
な
い
。

労
働
行
政
の
労
働
相
談
コ
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ

た
労
働
局
を
訪
問
し
た
そ
う
で
す
。
相
談
し

た
後
に
労
働
行
政
機
関
の
紛
争
調
停
委
員

会
の
制
度
を
使
っ
た
そ
う
で
す
。
和
解
に
向

け
た
テ
ー
ブ
ル
着
い
た
も
の
の
、
自
分
の
思

い
と
会
社
と
の
思
い
に
大
き
な
ズ
レ
が
あ
っ

て
、
紛
争
調
整
委
員
会
か
ら
「
あ
っ
せ
ん
打

切
り
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

あ
っ
せ
ん
制
度
は
、
当
事
者
に
話
し
合
い

の
場
を
提
供
し
て
、
解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ

ん
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
残

念
な
が
ら
手
続
き
は
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
す
。

編
集
部

　

労
働
行
政
機
関
の
紛
争
解
決
制
度
に
お
い

て
は
、
和
解
を
前
提
に
し
た
解
決
制
度
で
あ

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
も
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
同
様
の
処
理

が
な
さ
れ
る
と
理
解
し
て
差
支
え
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
現
行
法
で
は
労
働
行
政
機
関
で

は
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
労
使
の
歩
み
寄
り

が
図
ら
れ
な
い
限
り
解
決
方
法
と
し
て
は
限

界
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
行

政
の
制
度
以
外
に
も
裁
判
外
の
紛
争
解
決
制

度
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
制

度
は
同
様
な
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
話

し
合
い
に
よ
る
和
解
を
前
提
に
し
た
解
決
方

法
が
探
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
、
労
使
双
方
の
主
観
的
な
認
識
に
隔

た
り
が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
認

識
の
相
違
を
乗
り
越
え
た
上
で
の
歩
み
寄
り

が
な
い
と
、
解
決
方
法
と
し
て
は
限
界
が
あ

る
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
弁
護
士
会
や

社
労
士
会
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
も

同
様
で
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
た
め
に

は
、
ど
う
い
う
機
関
の
制
度
を
選
択
し
た
と

こ
ろ
で
、
お
互
い
の
歩
み
寄
り
が
不
可
欠
だ

と
い
え
ま
す
。

編
集
部

　

裁
判
所
に
お
い
て
も
雇
用
関
係
の
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
が
あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
一
般
の
裁
判
所
を
利
用
す
る

方
法
よ
り
も
短
期
間
で
問
題
が
解
決
で
き
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
制

度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

通
常
の
訴
訟
よ
り
も
短
期
間
で
解
決
が
図

れ
る
可
能
性
が
あ
る
裁
判
所
を
活
用
し
た
制

度
と
し
て
は
、労
働
審
判
制
度
が
あ
り
ま
す
。

労
働
審
判
で
も
当
事
者
間
の
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
が
で
き
な
い
か
が
探
ら
れ
ま
す
が
、

裁
判
所
か
ら
積
極
的
に
調
停
案
の
提
示
が
な

さ
れ
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
つ
か
な
い

場
合
で
も
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
か
ら
労
働

審
判
と
い
う
形
で
裁
判
所
が
相
当
と
考
え
る

解
決
方
法
が
示
さ
れ
、
当
事
者
双
方
が
こ
れ

に
異
議
を
述
べ
な
け
れ
ば
、
判
決
が
あ
っ
た

の
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

編
集
部

　

様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
仮
に

労
働
審
判
制
度
を
利
用
し
解
決
す
る
場
合
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

通
常
の
裁
判
と
の
違
い
を
含
め
て
説
明
し
て

頂
け
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
お
金
に
ゆ
と
り

の
な
い
労
働
者
が
行
政
機
関
の
紛
争
解
決
手

段
を
使
っ
て
も
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
弁
護
士
会
や
社
労
士
会
な
ど
の

Ａ
Ｄ
Ｒ
で
は
費
用
も
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
先

ほ
ど
の
話
で
は
解
決
方
法
に
お
い
て
限
界
が

あ
り
ま
す
。
他
方
で
法
テ
ラ
ス
な
ど
司
法
救

済
制
度
を
使
っ
て
労
働
審
判
制
度
や
民
事
訴

訟
の
方
法
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の

紛
争
解
決
方
法
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
山
弁
護
士

　

労
働
審
判
や
民
事
訴
訟
を
利
用
し
た
い
け

れ
ど
も
、
ま
と
ま
っ
た
弁
護
士
費
用
を
用
意

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
は
、
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
そ
の
費
用
を
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国
が
立
て
替
え
て
く
れ
て
、
後
日
に
償
還
を

し
て
い
く
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
法
テ
ラ
ス
で
行
っ
て
い
る
民
事
法
律
扶
助

の
制
度
で
す
。
労
働
審
判
も
民
事
訴
訟
も
、

裁
判
所
で
行
わ
れ
る
手
続
で
す
が
、
労
働
審

判
は
３
回
の
期
日
で
一
定
の
解
決
方
法
が
示

さ
れ
る
点
が
、
民
事
訴
訟
と
の
一
番
の
違
い

で
す
。
し
か
し
、
３
回
の
期
日
で
一
定
の
解

決
方
法
を
示
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
第
１

回
の
期
日
で
ほ
と
ん
ど
全
て
の
主
張
を
手
続

に
則
っ
て
出
し
尽
く
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
労
働
審
判
に
つ
い
て
経
験

の
あ
る
弁
護
士
に
依
頼
し
な
い
と
、
な
か
な

か
難
し
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
対
し
て
、

民
事
訴
訟
で
は
、
期
日
を
重
ね
て
争
点
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
の
で
、
労
働
審
判
の
よ
う
な

開
催
期
日
の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
律

を
き
ち
ん
と
あ
て
は
め
て
、
必
要
な
主
張
と

証
拠
を
適
時
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

編
集
部

　

雇
用
関
係
の
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
や
方

法
に
つ
い
て
、
今
回
は
あ
く
ま
で
も
行
政
機

関
や
司
法
制
度
に
限
っ
て
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
さ
て
、
最
後
に
労
働
組
合
の
役
割

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

先
の
電
通
事
件
で
は
、
女
性
労
働
者
の
自

殺
が
労
災
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
弁
護
士

が
関
与
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
労
働
組
合

で
あ
れ
ば
、
一
人
の
労
働
者
の
労
災
保
険
の

請
求
行
為
を
企
業
内
労
働
組
合
が
専
門
家
の

力
を
借
り
て
支
援
す
る
な
ど
、
個
別
労
働
紛

争
が
集
団
的
な
労
使
関
係
に
発
展
し
て
い
ま

し
た
。
労
働
組
合
の
組
織
率
は
年
々
低
下
す

る
な
ど
現
実
は
難
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す

が
、
個
別
労
働
紛
争
に
つ
い
て
企
業
内
労
働

組
合
が
関
与
す
る
余
地
が
あ
る
の
か
ど
う

か
、
弁
護
士
の
立
場
か
ら
し
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
ま
す
か
。

伊
山
弁
護
士

　

個
人
的
な
思
い
で
す
が
、
企
業
内
労
働
組

合
は
、
労
働
者
が
一
番
最
初
に
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
相
談
窓
口
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
労

働
組
合
の
本
分
は
、
集
団
的
労
使
紛
争
の
解

決
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
集
団
そ
れ
自
体

が
個
の
集
合
体
な
の
で
、
今
は
個
別
の
労
働

紛
争
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明
日
は
我
が
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
側
面

を
と
ら
え
て
、
よ
り
積
極
的
に
個
別
の
労
働

紛
争
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
企
業
の
問
題
点
を

130万円の壁
４コマ漫画：連載８回目

制作　NPO法人福祉工房Ｐ＆Ｐ

浮
き
彫
り
に
し
て
、
労
使
交
渉
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
る
こ
と
で
、
本
質
的
な
解
決
を
探
っ
て

い
く
こ
と
は
、
今
後
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
労

働
組
合
自
体
が
そ
の
問
題
へ
の
解
決
に
直
接

当
た
ら
な
い
場
合
で
も
、
他
機
関
を
案
内
し

た
り
、
取
り
次
い
だ
り
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
組

合
員
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
そ
う
し
た

窓
口
と
し
て
の
関
与
の
余
地
は
、
ま
だ
ま
だ

残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

編
集
部

　

長
い
間
、
お
話
を
お
聞
か
せ
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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政
府
は
去
る
３
月
28
日
「
働
き
方
改
革
実

現
会
議
」（
議
長
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
の
私
的
諮
問
会
議
）
を
開
き
、
２
０
１
７

年
度
か
ら
10
年
の
間
に
実
施
す
る
施
策
「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
ま
と
め
た
。
そ
こ

で
今
回
、
具
体
化
が
示
さ
れ
た
の
は
、
会
議

で
提
示
さ
れ
た
９
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
既
に

昨
年
の
12
月
20
日
に
第
５
回
目
の
会
議
の

配
布
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
と
残
業
時
間

の
上
限
規
制
と
の
二
つ
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
会
議
は
、
２
０
１
６
年
９
月
27
日
に
設
置

さ
れ
、
そ
の
実
行
計
画
の
策
定
等
に
係
る
審

議
の
場
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
二
つ
の

課
題
に
つ
い
て
法
改
正
案
策
定
に
向
け
た
作

業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
実
行
計
画
に
よ
る
と
長
時
間
労
働
の
規

制
に
つ
て
、
労
働
時
間
の
規
制
の
例
外
と
な

る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の

新
設
や
裁
量
労
働
制
の
拡
大
は
長
時
間
労
働

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、「
ハ

マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
」
や
「
長
澤
運
輸

事
件
」
の
い
ず
れ
も
が
労
働
契
約
法
20
条
の

期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な

労
働
条
件
の
禁
止
に
つ
い
て
最
高
裁
の
判
断

が
下
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
司
法
の
動

き
を
見
て
改
正
法
案
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
働
き

方
改
革
実
現
会
議
」
の
計
画
案
を
ま
と
め
る

に
至
っ
た
経
過
と
社
会
的
背
景
と
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
い
く
つ
か
の

疑
問
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

１ �

安
倍
政
権
下
に
お
け
る
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
至
る
経
過

　

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ま
と
め
ら
れ

る
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
10
月
29
日

に
、
安
倍
首
相
を
議
長
と
す
る
「
一
億
総
活

躍
国
民
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
数
回

の
議
論
を
経
て
、
２
０
１
６
年
６
月
２
日

に
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
が
所
謂

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
三
の
矢
」
の
提
示
で
あ

り
、
２
０
１
６
年
３
月
17
日
に
は
厚
生
労
働

省
が
「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
」を
出
し
て
い
る
。
そ
の「
新

三
本
の
矢
」
を
貫
く
横
断
的
課
題
が
「
働
き

方
改
革
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
産
性
の

向
上
と
い
う
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
、
今
回
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
で
示

す
に
至
っ
た
。

　

そ
の
「
三
本
の
矢
」
と
は
、
①
「
強
い

経
済
」、
②
「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、 

③
「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
、
出
生

率
１・
８
、
介
護
離
職
０
と
い
う
極
め
て
意

欲
的
な
目
標
値
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か

ら
１
年
を
経
過
し
た
現
下
の
状
況
は
、
消
費

は
減
速
「
低
空
飛
行
」
の
ま
ま
、
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
対
策
に
求
め
ら
れ
た
待
機

児
童
の
解
消
は
進
ま
ず
、
育
児
・
介
護
の
受

け
皿
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
人

権
侵
害
の
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
い

ず
れ
も
状
況
は
芳
し
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
目
標
倒
れ
に
な
り
か
ね
な
い

現
状
は
、
安
倍
内
閣
の
「
新
自
由
主
義
政

策
」
に
基
づ
い
た
政
策
の
帰
結
で
し
か
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
政
策
は
、
労
働
分
野

の
規
制
緩
和
を
除
き
表
だ
っ
て
政
治
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
新

三
本
の
矢
」
を
打
ち
出
し
て
以
降
は
、
霞
が

関
に
あ
る
行
政
主
導
か
ら
、
永
田
町
の
政
府

主
導
に
よ
る
労
働
政
策
が
進
め
ら
れ
、
安
倍

首
相
の
意
を
受
け
た
厚
生
労
働
大
臣
の
陣
頭

指
揮
の
下
に
、
労
働
政
策
が
決
定
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
特
に
、
電
通
の
女
性
新
入

社
員
が
２
０
１
５
年
12
月
25
日
に
自
殺
し
、

２
０
１
６
年
９
月
30
日
に
労
災
認
定
さ
れ

た
電
通
事
件
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
の

年
の
12
月
28
日
に
労
働
基
準
法
違
反
で
会

社
と
当
該
管
理
職
が
書
類
送
検
さ
れ
た
が
、

今
も
な
お
捜
査
は
継
続
中
で
あ
る
。
こ
の
事

件
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
新
戦
略
に
水
を
差
す

出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
過
去
に

な
い
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
捜
査
で
あ
り
、
そ
れ

は
首
相
官
邸
に
よ
る
「
国
策
捜
査
」
と
も
思

え
る
ほ
ど
だ
。
今
回
の
電
通
事
件
は
、
長
時

間
労
働
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
重
な
る
と
い
う

こ
の
国
の
働
き
方
に
お
け
る
「
負
」
の
象
徴

と
し
て
現
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
単
に
長
時

間
労
働
が
精
神
障
害
を
発
症
さ
せ
た
と
す
る

労
災
認
定
の
み
に
問
題
の
核
心
が
あ
る
の
で

は
な
い
。
長
時
間
労
働
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

重
な
る
日
本
の
企
業
文
化
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
、
そ
し
て
人
間
ら
し
い
働
き
や
す
い
企
業

文
化
へ
と
変
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
今

後
は
そ
れ
を
世
に
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
政
府
ば
か
り
で
は
な

く
、
企
業
と
労
働
組
合
、
行
政
や
教
育
の
担

当
者
が
、
働
き
方
と
そ
れ
を
支
え
る
企
業
文

化
の
あ
り
方
を
変
革
す
る
こ
と
へ
と
繋
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 

「
働
き
方
改
革
」
を
め
ぐ
る
風
向
き
の
変
化

　

と
こ
ろ
で
政
府
の
推
進
す
る
「
働
き
方
改

革
」
は
進
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
去
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
疑
問

�

笹
　
尾
　
達
　
朗
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３
月
２
２
日
付
の
京
都
新
聞
に
京
都
府
内
企

業
を
対
象
に
京
都
商
工
会
議
所
が
調
査
を

行
っ
た
結
果
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
す
で
に
実
施
」
が

19
・
２
％
、「
近
く
実
施
予
定
」
が
８・７
％
、

「
必
要
な
し
」
が
13
・
８
％
、「
必
要
を
感
じ

て
い
る
が
未
実
施
」
が
54
・
９
％
で
、
特

に
中
小
企
業
で
は
、「
す
で
に
実
施
」
は
、

13
・
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
今

後
取
り
組
む
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、「
労
働

時
間
の
短
縮
」
が
30
・
６
％
、「
仕
事
の
進

め
方
」
が
26
・
８
％
、「
女
性
、
高
齢
者
、

外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
の
活
用
」
が
15
・

４
％
、「
育
児
、
介
護
、
治
療
な
ど
と
の
両

立
支
援
」
が
14
・
９
％
、「
多
様
な
働
き
方
」

が
10
・
７
％
だ
と
い
う
。「
す
で
に
実
施
」

と
「
近
く
実
施
」
を
合
わ
せ
て
も
30
％
に
と

ど
か
な
い
。

　

こ
の
結
果
を
み
る
と
人
員
が
少
な
い
企
業

で
は
、
こ
の
間
様
々
な
国
の
助
成
金
を
投
入

し
て
も
な
お
「
働
き
方
改
革
」
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
小
規
模
事
業
所
で
は
、

労
働
環
境
を
改
善
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
あ

ろ
う
こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
に
加
え

経
営
者
が
新
た
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ

の
必
要
性
を
未
だ
自
覚
し
て
い
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
開
始
さ
れ
た
「
働
き

方
改
革
」
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む

に
せ
よ
、
そ
の
動
き
は
止
め
ら
れ
な
い
。
勿

論
、
労
使
を
問
わ
ず
社
会
的
な
関
心
の
高
ま

り
は
、
人
を
雇
用
す
る
際
に
人
間
ら
し
い
働

き
や
す
い
企
業
文
化
の
創
造
に
進
ま
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
こ
で
、「
働
き
方
改
革
」
を
め

ぐ
る
風
向
き
の
変
化
を
考
え
て
み
た
い
。

①　

�

介
護
な
ど
様
々
な
制
約
の
あ
る
労
働
者

の
増
加

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
的
企
業
経
営
の
下
で

は
、
必
要
な
要
員
の
補
充
を
パ
ー
ト
や
派
遣

な
ど
に
頼
っ
て
き
た
が
、
近
年
の
人
手
不
足

に
対
し
て
は
、
正
社
員
の
長
時
間
労
働
で
乗

り
切
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
世
論
の
長
時
間
労
働
へ
の
批
判
の
高
ま

り
も
あ
る
が
、
現
実
問
題
と
し
て
正
社
員
の

中
に
は
、
家
事
・
育
児
・
子
育
て
・
教
育
、

さ
ら
に
は
病
気
治
療
や
介
護
な
ど
仕
事
に
制

約
の
あ
る
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
か
つ
て

の
よ
う
に
性
別
役
割
分
業
に
支
え
ら
れ
た
長

時
間
労
働
や
広
域
配
転
を
い
と
わ
な
い
働
き

方
の
で
き
る
正
社
員
は
、
企
業
に
と
っ
て
次

第
に
希
少
価
値
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②　

�

迫
ら
れ
る
労
働
時
間
の
短
縮
と
労
働
生

産
性
の
向
上

　

そ
の
よ
う
な
制
約
の
な
い
働
き
方
が
可
能

な
人
材
を
当
て
に
で
き
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
企
業
と
し
て
は
自
ら
の
職
場
に
お
け
る

労
働
生
産
性
の
向
上
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を

得
な
い
。
か
つ
て
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ

た
製
造
業
な
ど
第
二
次
産
業
が
支
配
的
な
時

代
で
は
、
日
本
的
な
雇
用
慣
行
と
賃
金
制

度
が
功
を
奏
し
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
対
人

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
三
次
産
業
が
主
流
の
時

代
に
あ
っ
て
、
日
本
の
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
中
で
も
下
位
の
ラ
ン
ク
に
位
置
し
て

い
る
。
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
労
働
生
産
性

を
高
め
よ
う
に
も
旧
来
の
人
事
労
務
管
理
が

支
配
的
な
ま
ま
、
そ
れ
が
桎
梏
と
な
っ
て
組

織
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
設
備

投
資
や
そ
れ
に
伴
う
職
業
能
力
の
形
成
も
必

要
と
な
る
が
、
今
後
は
職
務
分
析
を
通
じ
た

職
務
の
再
編
成
な
ど
仕
事
の
進
め
方
自
体
の

見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
当
然
に
も

賃
金
や
労
働
時
間
制
度
な
ど
従
来
の
人
事
労

務
管
理
と
は
異
な
る
新
た
な
手
法
が
が
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

③　

�

迫
ら
れ
る
主
婦
パ
ー
ト
な
ど
無
期
労
働

契
約
へ
の
転
換

　

一
方
で
労
働
者
の
仕
事
と
生
活
の
関
係
に

つ
い
て
も
変
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に

共
働
き
世
帯
数
が
、
片
働
き
世
帯
数
を
超
え

て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
妻
の
立
場

に
あ
る
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
が
主
流
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
の
あ
り
方
自
体
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
。

２
０
１
８
年
の
労
働
契
約
法
18
条
に
よ
る

有
期
労
働
契
約
の
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
へ
の
転
換
や
現
行
の
社
会
保
険
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
適
用
範
囲

の
拡
大
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
人

手
不
足
を
背
景
に
個
別
企
業
と
し
て
は
、
主

婦
パ
ー
ト
を
前
提
に
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
に
対
す
る
雇
用
戦
略
の
転
換
が
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

④　

少
子
化
と
高
齢
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題

　

今
日
の
少
子
化
の
原
因
の
一
つ
に
男
性
の

長
時
間
労
働
が
あ
り
、
他
方
で
夫
の
家
事
・

育
児
時
間
が
多
い
ほ
ど
出
生
率
が
高
い
こ
と

な
ど
が
証
明
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
が
よ
う
や

く
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
向
け
た
社
会
の
共

通
認
識
へ
と
拡
が
り
始
め
て
い
る
。
ま
た
団

塊
の
世
代
に
次
い
で
人
口
構
成
の
割
合
の
高

い
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に
お
い
て
、
女
性
の

出
産
可
能
年
齢
に
限
界
が
迫
り
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
に
と
っ
て
出
生
率
の
向
上
は
至

上
命
題
と
さ
れ
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

今
以
上
に
医
療
や
介
護
に
係
る
費
用
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
。
高
齢
者
に
お
い
て
も
「
健

康
で
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
」
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
「
働
き
方
改
革
」
が
今
求

め
ら
れ
て
い
る
。

３� 

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
が
取
り
上
げ

た
９
つ
の
テ
ー
マ

　
「
２
０
１
６
年
９
月
の
第
１
回
「
働
き
方

改
革
実
現
会
議
」
で
安
倍
首
相
は
、
以
下
の
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９
項
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
表
明
し
た
。

但
し
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

が
描
く
社
会
と
は
、
少
子
化
に
立
ち
向
か
う

「
誰
で
も
が
活
躍
で
き
る
全
員
参
加
型
の
社

会
」
で
あ
り
、「
社
会
政
策
で
は
な
く
、
究

極
の
成
長
戦
略
」
に
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
以
下
の
９
項
目
の
達
成
は
、
資
本
主

義
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
社
会
政
策
と
い

う
消
極
的
意
味
合
い
か
ら
で
は
な
く
、
日
本

の
経
済
成
長
実
現
に
向
け
た「
攻
め
の
政
策
」

だ
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
ほ

ど
述
べ
た
よ
う
に
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の

世
代
が
75
歳
と
な
り
、
そ
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
次
第
に
公
的
年
金
の
受
給
を
目
前
に

す
る
時
代
に
突
入
す
る
。
高
齢
化
と
少
子
化

は
、
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
態
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
設
定
か

ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

①�　

同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
非
正
規
雇

用
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　

②�　

賃
金
引
き
上
げ
と
労
働
生
産
性
の
向

上
に
つ
い
て

　

③�　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
在
り
方

な
ど
長
時
間
労
働
の
規
制
に
つ
い
て

　

④�　

雇
用
吸
収
力
の
高
い
産
業
へ
の
転

職
・
再
就
職
支
援
、
人
材
育
成
、
格
差

を
固
定
化
さ
せ
な
い
教
育
の
問
題
に

つ
い
て

　

⑤�　

テ
レ
ワ
ー
ク
、
副
業
・
兼
業
と
い
っ

た
柔
軟
な
働
き
方
に
つ
い
て

　

⑥�　

働
き
方
に
中
立
的
な
社
会
保
障
制

度
・
税
制
な
ど
女
性
・
若
者
が
活
躍

し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

⑦　

高
齢
者
の
就
業
促
進
に
つ
い
て

　

⑧�　

病
気
の
治
療
、
そ
し
て
子
育
て
・
介

護
と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て
、（
病
気

治
療
と
仕
事
の
両
立
、
子
育
て
・
介
護

と
仕
事
の
両
立
、
障
害
者
の
就
業
環
境

整
備
の
在
り
方
な
ど
）

　

⑨　

外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

４�
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
に
お
け
る

　
 

直
近
の
実
行
計
画
案

　

近
時
の
２
０
１
７
年
３
月
17
日
の
第
９

回
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
で
は
、
第
１

回
目
の
会
議
で
示
さ
れ
た
９
項
目
に
つ
い
て

の
議
論
を
踏
ま
え
て
、「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」（
骨
子
案
）
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
去
る
３
月
28
日
に
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
発
表
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
骨
子
案
を
紹
介
し
た
い
が
紙

面
上
割
愛
す
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
ほ
し
い
。

５
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
の
狙
い

　
　

こ
こ
に
あ
る
政
府
の
意
図
は
、
上
記
の

骨
子
案
「
働
く
人
の
視
点
に
立
っ
た
労
働
制

度
改
革
」
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
あ
く
ま

で
も
日
本
の
閉
塞
的
な
経
済
社
会
の
現
状
つ

ま
り
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
市
場
の
縮

小
、
投
資
や
消
費
停
滞
と
い
う
経
済
成
長
の

隘
路
を
打
開
す
る
た
め
に
、「
一
億
総
活
躍

社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
は
、「
全
員
参

加
型
社
会
」
の
実
現
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
こ
れ
ま
で
働
い
て
こ
な
か
っ
た
女
性
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
難
病
患
者
、
雇
用
に
躓
い

た
若
者
、
そ
し
て
生
活
保
護
受
給
者
に
も
税

金
や
社
会
保
険
料
を
負
担
す
る
立
場
に
立
っ

て
働
け
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
考
え
方
に
は
、
安
倍
内
閣
を
積
極
的
に

支
持
し
な
い
こ
の
国
の
中
間
層
を
含
め
多
く

の
人
た
ち
が
賛
同
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た

め
、矢
継
ぎ
早
に
「
女
性
活
躍
推
進
法
」、「
若

者
雇
用
促
進
法
」
が
成
立
し
、
更
に
「
高
年

齢
者
雇
用
安
定
促
進
法
」、「
障
害
者
雇
用
促

進
法
」、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」、「
労
働

者
派
遣
法
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
正
社
員
制
度
を

否
定
し
つ
つ
、
旧
来
の
正
社
員
の
働
き
方
に

マ
ッ
チ
し
な
い
女
性
や
高
齢
者
な
ど
の
活
躍

を
企
図
し
た
、「
限
定
正
社
員
」
な
ど
多
様

で
柔
軟
な
働
か
せ
方
を
可
能
に
す
る
制
度
や

雇
用
慣
行
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
制
定
化
は
、

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
さ
て
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
法
」
と
は
、
逆
の
表
現
で

は
「
労
働
の
内
容
が
異
な
れ
ば
異
な
る
賃
金

を
支
給
す
る
」
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
。
そ

れ
は
、結
果
と
し
て「
職
務
給
」や「
成
果
給
」

に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
「
職
能
資
格
制
度
」
に
よ
る
賃
金
等

級
表
の
下
で
は
、
使
用
者
に
よ
る
「
人
事
考

課
」
が
幅
を
き
か
せ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
使
用
者
の
人
事
上
の
裁
量
に
よ
る「
評
価
」

の
公
正
さ
が
問
わ
れ
て
来
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
「
基
本
給
」
と
「
諸
手
当
」
か

ら
成
り
立
っ
て
き
た
正
社
員
雇
用
に
基
づ
く

日
本
的
な
賃
金
制
度
は
、
次
第
に
メ
ス
が
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
同
時
に
昇
進

ル
ー
ト
か
ら
外
さ
れ
た
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の

法
制
化
が
直
ち
に
欧
米
型
の
雇
用
慣
行
を
も

た
ら
す
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
実
は
安
倍

内
閣
の
下
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
正
社
員
の
働
き
方
を
典
型
雇
用

と
は
み
な
い
と
し
な
が
ら
、
ご
都
合
主
義
的

に
一
部
に
旧
来
の
男
性
中
心
の
日
本
的
雇
用

慣
行
を
巧
み
に
残
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

証
が
、
内
部
労
働
市
場
内
に
と
ど
ま
る
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
で
あ

り
、
こ
の
間
政
労
使
で
合
意
に
至
っ
た
新
た

な
労
働
時
間
規
制
で
あ
る
。
本
年
３
月
17
日

の
第
９
回
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
で
最

重
要
テ
ー
マ
の
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

等
に
関
す
る
政
労
使
提
案
」
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
時
間
外
労
働
の
限
度
を
原

則
、月
45
時
間
、か
つ
、年
３
６
０
時
間
と
し
、



あったか情報

15

違
反
に
は
罰
則
を
課
す
、
と
し
た
も
の
の
繁

忙
期
の
特
例
を
設
け
、
年
７
２
０
時
間
（
＝

月
平
均
60
時
間
）
と
す
る
上
限
を
設
け
る

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
原
則
の
「
月
45
時

間
」
や
「
年
７
２
０
時
間
」
に
は
休
日
労
働

を
含
む
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
月
80
時
間
の
ほ
か
休
日
労
働
が
可
能

と
な
る
抜
け
道
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
過
労

死
の
労
災
認
定
基
準
に
合
わ
せ
て
ま
で
働
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と
に

な
る
。「
人
の
命
よ
り
大
切
な
仕
事
な
ど
な

い
」
と
す
る
過
労
死
遺
族
の
思
い
が
、
政
労

使
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
過
労
自
殺
し
た
電
通
の
新
入

社
員
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の
母
は
、「
過
労
死

を
防
止
す
る
た
め
の
法
案
な
の
に
、
１
０
０

時
間
と
す
る
の
は
過
労
死
を
せ
よ
！
と
い
う

こ
と
を
認
め
る
法
案
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と

疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

６
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
疑
問

　

①� 

社
会
保
険
、
社
会
福
祉
な
ど
社
会
保
障

政
策
の
後
退

　

人
が
働
き
、
生
き
る
に
は
、
常
に
傷
病
、

障
害
、
老
齢
、
死
亡
等
の
保
険
事
故
が
つ
き

も
の
で
あ
る
。
安
心
し
て
働
く
た
め
に
は
、

家
族
を
含
め
万
が
一
の
事
態
に
対
応
で
き
る

社
会
保
障
制
度
が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
今
回
の
年
金
額
改
定
ル
ー

ル
は
、
あ
く
ま
で
も
経
済
成
長
を
前
提
に
設

け
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
。
年
金
の
受

給
資
格
25
年
を
10
年
に
短
縮
し
た
と
こ
ろ

で
、
基
礎
年
金
だ
け
の
年
金
生
活
者
の
不
安

を
解
消
す
る
ど
こ
ろ
か
高
め
る
ば
か
り
で
あ

る
。
社
会
保
障
制
度
の
先
の
展
望
は
一
切
示

さ
れ
て
い
な
い
。

　

② �

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
な
い
「
女
性
の

活
躍
」
は
、
活
用
か
？

　
「
多
様
な
女
性
の
活
躍
推
進
」
を
強
く
意

識
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
年
金
・
医

療
保
険
な
ど
社
会
保
険
の
被
扶
養
配
偶
者
制

度
と
し
て
の
「
１
３
０
万
円
の
壁
」
に
は
、

全
く
手
が
付
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
性
別
役
割
分
業
を
前
提
に
し
た
男

性
中
心
の
典
型
正
社
員
制
度
を
残
し
、
結
果

と
し
て
女
性
の
賃
金
を
底
上
げ
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。そ
の
結
果
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

や
非
正
規
・
単
身
・
中
年
女
性
な
ど
は
、
賃

金
を
含
め
日
本
的
社
会
保
障
体
系
の
蚊
帳
の

外
に
お
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
女
性
の
経
済

的
な
自
立
は
、「
自
己
責
任
」
と
さ
れ
る
こ

と
で
支
援
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

③ �

外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ
と
「
経
済

特
区
」
構
想

　
「
経
済
特
区
」
構
想
の
下
で
外
国
人
の
家

事
使
用
人
と
し
て
の
参
入
が
進
行
中
で
あ

る
。
現
在
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
が
あ
る

が
、
背
景
に
は
男
性
並
み
に
働
け
る
日
本
人

女
性
の
活
躍
を
支
え
る
た
め
に
外
国
人
女
性

労
働
者
が
家
事
使
用
人
と
し
て
家
事
労
働
に

活
用
さ
れ
る
方
向
が
進
ん
で
い
る
。
現
状
で

は
、
外
国
人
を
労
働
者
と
し
て
、
同
等
に
迎

え
入
れ
る
方
向
は
見
え
な
い
。

　

④ �

一
向
に
進
ま
な
い
子
育
て
・
介
護
等

と
仕
事
の
両
立
支
援

　
「
待
機
児
童
」
対
策
は
、
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
進
ん
で
な
い
。
保
育
園
に
入
れ
な

い
場
合
に
、
育
児
休
業
期
間
を
延
長
す
る
、

と
す
る
法
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
的

外
れ
な
対
策
で
し
か
な
い
。
雇
用
関
係
の
あ

る
女
性
に
と
っ
て
、
早
い
段
階
で
の
職
場
復

帰
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
「
浦
島
太
郎
」
に

な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
に
は
職
業
能
力
へ
の

配
慮
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
や
介
護
が
い
ま
だ
女
性
の

仕
事
と
さ
れ
、
プ
ロ
の
仕
事
と
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
分
野
に
は
、

男
女
を
問
わ
ず
青
年
が
働
き
始
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
仕
事
を
、
プ
ロ
の
仕
事
と
し
て
評

価
し
、
も
っ
と
賃
金
を
高
く
設
定
す
べ
き
で

あ
る
。

　

⑤ �「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
に
つ
い
て

　

安
倍
首
相
の
「
非
正
規
雇
用
と
い
う
言
葉

を
こ
の
国
か
ら
一
掃
す
る
」
と
い
う
基
本
方

針
の
下
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
待
遇

格
差
の
解
消
は
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
。
会

議
の
報
告
か
ら
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

は
あ
く
ま
で
も
内
部
労
働
市
場
を
前
提
に
し

た
も
の
で
あ
り
、
外
部
労
働
力
市
場
に
お
け

る
横
断
的
な
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
は
想

定
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

ま
た
均
等
・
均
衡
待
遇
に
つ
い
て
は
、
各

種
諸
手
当
の
み
な
ら
ず
「
基
本
給
」
の
在
り

方
や
福
利
厚
生
や
教
育
訓
練
に
ま
で
言
及
し

て
い
る
。
し
か
し
、
家
族
手
当
な
ど
に
関
わ

る
部
分
は
微
妙
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
年
功
給
と
い
う
要
素
に
よ
る
職
能
資

格
制
度
を
こ
れ
か
ら
は
考
慮
し
な
い
方
向
に

あ
る
が
、
こ
こ
に
「
多
様
な
正
社
員
」
制
度

を
設
け
る
こ
と
で
一
部
に
長
期
蓄
積
能
力
活

用
型
の
正
社
員
制
度
を
残
す
意
図
が
あ
る
よ

う
だ
。

　

一
方
で
、
労
働
者
が
均
等
・
均
衡
待
遇
に

つ
い
て
、
労
働
契
約
法
20
条
や
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
法
8
条
を
根
拠
に
し
て
司
法
に
そ
の

判
断
を
求
め
た
場
合
、
そ
の
立
証
責
任
を
使

用
者
側
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
、
と
述
べ
る
の
が
水
町
勇
一
郎
氏
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
会
議
の
構
成
員
の

中
で
労
働
法
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
、
彼

一
人
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
課
題
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
論
が
女
性
の
賃
金

差
別
な
ど
、
人
権
の
視
点
か
ら
理
念
的
に
語

ら
れ
て
き
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、「
働
き
方

改
革
」
の
会
議
で
の
議
論
は
狭
い
枠
内
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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落
葉
樹
の
一
年
の
始
ま
り
は
、
芽
吹
き
で

す
。
カ
エ
デ
科
の
中
で
最
も
美
し
い
と
い
わ

れ
る
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
芽
吹
き
。
小
春
日

和
の
畑
で
、
枝
の
先
端
の
新
し
い
芽
が
膨

ら
ん
で
い
る
の
を
眺
め
る
の
は
、
な
ん
と
も

い
い
気
分
で
す
。

　

昨
春
発
芽
し
た
幼
い
苗
木
を
広
々
と
移

植
し
、
堆
肥
を
た
っ
ぷ
り
や
っ
て
、
今
年
の

植
え
替
え
は
終
わ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
雑

草
が
生
え
な
い
よ
う
に
チ
ッ
プ
を
厚
く
播

け
ば
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
芽
吹
く
の
を

待
つ
ば
か
り
。
早
春
の
、
ほ
っ
と
す
る
ひ
と

と
き
で
す
。

心
に
木
を
植
え
る

　

春
に
な
る
と
決
ま
っ
て
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
足
尾
の
山
の
植
樹
で
す
。

　

足
尾
銅
山
と
鉱
毒
事
件
。
明
治
中
期
か

ら
本
格
化
し
た
銅
の
精
錬
に
よ
っ
て
排
出

さ
れ
た
亜
硫
酸
ガ
ス
で
周
辺
の
山
林
が
荒

廃
し
、
水
源
の
渡
良
瀬
川
沿
岸
農
地
が
汚

染
さ
れ
、
流
域
農
民
を
中
心
に
大
規
模
な

請
願
・
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
の
事

件
は
「
公
害
の
原
点
」
と
し
て
知
ら
れ
る

連
載

栃
木
か
ら
の
便
り

芽
吹
き
（
３
）�

柏
　
倉
　
　
裕

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
足
尾
で
最
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た

松
木
渓
谷
の
山
々
に
緑
を
取
り
戻
そ
う
と
、

「
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
」
に
よ
る
植
樹
が

始
ま
っ
た
の
は
今
か
ら
21
年
前
、
１
９
９
６

年
の
春
で
し
た
。
足
尾
の
山
に
１
０
０
万
本

の
木
を
植
え
よ
う
と
、
地
元
の
神
山
英
昭
さ

ん
や
作
家
の
立
松
和
平
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け

人
と
な
り
、
活
動
が
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

お
二
人
と
も
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
…
…
。

　

年
に
1
万
本
植
え
て
も
１
０
０
年
か
か

る
、
こ
の
壮
大
な
計
画
は
多
く
の
人
々
の
心

を
と
ら
え
、
み
る
み
る
う
ち
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
春
の
植
樹
デ
ー
の
参
加
者
は
年

を
追
う
ご
と
に
増
え
、
小
中
学
校
の
体
験
植

樹
に
は
近
県
か
ら
も
多
く
の
生
徒
が
足
尾
の

山
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

実
は
小
生
た
ち
の
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
も
、
と

あ
る
環
境
財
団
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
、

５
年
を
か
け
て
植
樹
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

で
は
１
２
０
０
本
が
松
木
地
区
の
山
に
育
っ

て
い
ま
す
。
あ
の
頃
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
一

人
息
子
と
妻
と
三
人
で
、
毎
年
植
樹
に
行
っ

た
も
の
で
す
。
見
渡
す
限
り
岩
だ
ら
け
の
禿

げ
山
に
木
を
植
え
る
の
は
、
慣
れ
て
は
い
て

も
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
か
ら
下

り
て
来
る
と
、
地
元
婦
人
部
の
お
っ
か
さ
ん

が
作
る
豚
汁
が
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
う

ま
く
て
、
息
子
も
夢
中
で
す
す
っ
て
い
た
っ

け
。

　

呼
び
か
け
人
代
表
で
挨
拶
に
立
つ
立
松
和

平
さ
ん
は
、
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
山
に
木
を
植
え
る
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
の
心
の
中
に
も
そ
の
同
じ
数
の
木
を

植
え
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

　

心
の
中
に
木
を
植
え
る
。
そ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
植
樹
に
参
加
し
た
人
た
ち

が
自
分
の
持
ち
場
に
帰
り
、
活
動
の
輪
を
広

げ
る
心
の
源
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
ほ
か

で
も
な
い
自
分
の
手
で
植
え
た
一
本
一
本
を

心
に
刻
み
、
１
０
０
年
以
上
も
傷
め
つ
け
ら

れ
た
足
尾
の
山
を
忘
れ
な
い
で
、
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　

立
松
さ
ん
の
言
葉
の
意
味
を
し
み
じ
み
と

考
え
な
が
ら
、
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
苗
木
を

抱
え
足
尾
の
山
を
登
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。
メ

グ
ス
リ
ノ
キ
が
立
派
に
芽
吹
い
て
い
る
か

を
、
確
か
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

栃
木
市
藤
岡
町
の
渡
良
瀬
川
遊
水
池
。
こ

の
底
に
旧
谷
中
村
は
沈
ん
で
い
ま
す
。
池
を

足尾での植樹　2009

望
む
高
台
の
林
の
中
に
、

田
中
正
造
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
み
続
け
、
抵
抗

と
滅
亡
の
命
運
を
と
も
に
し
た
谷
中
村
の

農
民
一
人
一
人
を
慈
し
む
よ
う
に
。
碑
に

は
正
造
が
遺
し
た
一
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　

真
ノ
文
明
ハ

　
　

山
ヲ
荒
ラ
サ
ズ

　
　

川
ヲ
荒
ラ
サ
ズ

　
　

村
ヲ
破
ラ
ズ

　
　

人
ヲ
殺
サ
ザ
ル
可
シ
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春
く
ら
い
、
自
然
の
不
思
議
な
力
を
見

せ
つ
け
ら
れ
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寒

そ
う
に
揺
れ
て
い
た
裸
の
木
の
枝
で
、
い
つ

の
ま
に
か
蕾
み
が
ふ
く
ら
み
、
花
が
咲
き
。

そ
の
花
も
、
自
然
専
属
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は

天
才
だ
！
と
叫
び
た
く
な
る
く
ら
い
多
彩

で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
愛
ら
し
く
美
し
い
。

そ
し
て
木
と
い
う
木
に
新
し
い
葉
っ
ぱ
が

吹
き
出
し
、
緑
が
色
を
深
め
な
が
ら
ぐ
ん

ぐ
ん
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
そ
の
春
の
魔
法

の
力
に
は
、
ビ
ル
だ
ら
け
の
街
に
い
て
も
ま

だ
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

春
が
塗
り
替
え
て
い
く
の
は
、
木
々
だ

け
で
は
は
あ
り
ま
せ
ん
。茶
色
の
枯
れ
草
や
、

冬
越
し
の
小
さ
な
葉
っ
ぱ
で
縮
こ
ま
っ
て
い

た
よ
う
な
地
面
も
、様
々
な
草
が
芽
吹
い
て
、

可
愛
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
野
原
で
こ
ろ
げ

ま
わ
っ
て
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
の
頃
、
木
よ

り
は
こ
の
地
面
の
草
花
の
方
が
、
身
近
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
う
れ
し
か
っ
た

の
は
、
草
の
中
に
つ
く
し
を
見
つ
け
た
と
き

で
す
。
緑
の
粉
の
こ
ぼ
れ
る
、
折
れ
や
す
い

不
思
議
な
植
物
。
た
い
て
い
は
大
事
に
入

れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
ひ
か
ら
び
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
つ
く
し
を
見
つ
け

る
と
あ
ん
な
に
う
れ
し
く
て
、
わ
く
わ
く
し

た
の
だ
ろ
う
？　

　

な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
に
、
そ
の
謎
を
と
き
あ

か
し
て
く
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
絵
本
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
て
ん
き
の
い
い
日
は

つ
く
し
と
り
』
石
川
え
り
こ　

さ
く
・
え
（
福

音
館
書
店
）
で
す
。
こ
の
絵
本
は
、
作
者
の
石

川
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃
の
体
験
を
も
と
に
作

ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、
三
人
き
ょ
う
だ
い

の
末
っ
子
ち
え
ち
ゃ
ん
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
つ
く
し
と
り

に
で
か
け
る
お
は
な
し
で
す
。
私
が
あ
れ
こ
れ

解
説
す
る
よ
り
は
、
こ
の
絵
本
を
読
ん
で
い
た

だ
く
の
が
何
よ
り
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
ち
ょ

こ
っ
と
そ
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
つ
く
し

と
り
の
頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
つ
く
し
と
り
の
時
期
も
、
そ
し
て
つ
く
し

が
い
っ
ぱ
い
は
え
る
場
所
も
、
熟
知
し
て
い
ま

す
。
ち
え
ち
ゃ
ん
は
前
の
晩
寝
つ
け
な
い
く
ら

い
、つ
く
し
と
り
が
楽
し
み
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

お
金
を
払
う
わ
け
で
も
な
く
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
こ
ん
な
に
楽
し
み
な
こ
と
が
あ
る
の
っ
て
、

い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

つ
く
し
と
り
の
場
所
へ
着
い
た
ち
え
ち
ゃ
ん

は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
ち
ば
ん

つ
く
し
や
、
に
ば
ん
つ
く
し
を
見
つ
け
る
中
、

な
か
な
か
つ
く
し
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

＝
つ
く
し
と
り
考
＝

山
　
本
　
和
　
子

ま
せ
ん
。
す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
さ
り
げ

な
く
、
つ
く
し
の
あ
る
場
所
へ
つ
れ
て
い
っ
て
、

よ
ー
く
見
て
ご
ら
ん
と
声
を
か
け
ま
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
そ
こ
に
あ
る
よ
と
教
え
ず
に
、

ち
え
ち
ゃ
ん
に
自
分
で
見
つ
け
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
私
は
こ
の
絵
本
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
存
在
を
、
と
て
も
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
い
い
こ
と
も
、
つ
ら
い
こ
と
も
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
重
ね
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
知
恵
に
富
み
、
親
と
は
ま
た
違
う
距
離
感

と
あ
た
た
か
さ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
る
。
実
際
の
場
で
、
小
さ
な
知
識
を
そ
っ

と
手
渡
し
て
く
れ
る
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

つ
く
し
が
と
れ
る
場
所
は
、
決
し
て
他
人
に
は

教
え
ま
せ
ん
。
そ
の
わ
け
は
、
絵
本
の
後
半
を

読
む
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ち
え
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
山
の
よ
う
に
と
れ
た

つ
く
し
の
は
か
ま
を
、
家
族
で
と
り
の
ぞ
き
ま

す
。
な
ん
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
な
形
で
提
供

さ
れ
る
昨
今
の
生
活
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り

め
ん
ど
う
に
思
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、

そ
の
つ
く
し
が
お
い
し
い
卵
と
じ
に
な
っ
て
食

卓
に
の
ぼ
っ
た
と
き
、
ふ
っ
と
わ
か
る
の
で
す
。

つ
く
し
と
り
は
、食
べ
物
を
と
り
に
い
く
こ
と
。

野
山
か
ら
食
べ
物
を
い
た
だ
く
、
真
剣
な
営
み

な
ん
だ
な
あ
と
。
だ
か
ら
、
自
分
の
つ
く
し
と

り
の
場
所
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
守
っ
て
い
た

の
で
す
ね
。

　

簡
単
に
食
べ
物
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
昔
、

野
山
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
見
つ
け
た
と
き

の
、
人
間
の
喜
び
の
気
持
ち
が
、
き
っ
と
私
の

（春）

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
つ
く
し
を
見
つ
け
た
と
き
、
あ
ん
な
に

う
れ
し
か
っ
た
わ
け
が
、
す
と
ん
と
心
に
落

ち
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
食
べ
物
が
ず
ら
り
と

並
び
、
お
金
を
持
っ
て
い
け
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
食
べ
物
が
手
に
入
る
今
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
も
力
を
合
わ
せ
て
、
春

の
恵
み
の
つ
く
し
を
家
族
の
食
べ
物
と
し
て

と
り
に
い
く
、
そ
の
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
こ

の
絵
本
を
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
い
ま
す
。
つ
く
し
だ
け
で
な
く
、
小
川

や
草
の
中
で
た
く
さ
ん
の
生
き
物
と
出
会

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。さ
ら
に
お
話
の
後
に
、

つ
く
し
と
り
に
持
っ
て
い
く
も
の
や
、
は
か

ま
と
り
の
方
法
や
、
卵
と
じ
の
作
り
方
な

ど
が
、
あ
た
た
か
な
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
ま
け
も
つ
い
て
い

ま
す
。（
石
川
え
り
こ
さ
ん
と
は
婦
人
之
友

で
「
ね
こ
の
こ
ふ
じ
さ
ん
」
と
い
う
お
話
を
、

６
月
ま
で
ご
一
緒
に
連
載
し
て
い
ま
す
。
そ

ち
ら
も
ぜ
ひ
。）

あ
っ
た
か
歳
時
記
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巧
み
な
地
域
向
け
選
挙
対
策

　

昨
年
秋
の
米
国
大
統
領
選
挙
で
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
大
方
の
予
想
を
覆
し
勝
利

し
た
。
最
終
的
な
選
挙
人
の
獲
得
数
で
は
ト

ラ
ン
プ
３
０
６
人
、
ヒ
ラ
リ
ー
２
３
２
人
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
投
票
総
数
で
は
ヒ
ラ

リ
ー
が
約
３
０
０
万
票
上
回
っ
て
い
た
。
そ

の
後
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
は
報
道
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、「
型
破
り
」
と
い
う
し
か
な

い
異
色
の
新
大
統
領
振
り
で
世
界
を
振
り
回

し
て
い
る
。
特
に
中
東
を
主
と
し
た
7
か
国

か
ら
の
米
国
へ
の
入
国
禁
止
措
置
は
ワ
シ
ン

ト
ン
州
司
法
当
局
か
ら
の
異
議
に
よ
っ
て
連

邦
裁
判
所
と
の
係
争
と
な
り
、
裁
判
所
か
ら

の
差
し
止
め
措
置
を
受
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。

　

新
大
統
領
の
言
動
は
メ
キ
シ
コ
と
の
壁
建

設
や
北
米
自
由
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
め

ぐ
っ
て
、
と
く
に
こ
ん
ご
も
、
注
視
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
的
な
ト
ラ
ン
プ
勝
利
を
も
た
ら
し

た
要
因
と
し
て
最
も
大
き
い
の
は
、
従
来
の

民
主
党
の
選
挙
地
盤
で
あ
っ
た
中
西
部
（
四

州
、
オ
ハ
イ
オ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
ミ
シ
ガ

ン
、ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
）
で
の
勝
敗
だ
っ
た
。

こ
の
四
州
の
選
挙
人
合
計
は
55
人
、
仮
に
こ

の
地
域
を
ヒ
ラ
リ
ー
候
補
が
と
っ
て
お
け
ば

２
８
７
人
と
な
り
、
勝
敗
は
逆
転
し
た
。
ま

さ
に
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
選
挙
戦
術
の
巧
み
が

光
っ
た
と
い
え
る
と
こ
ろ
だ
。

衰
退
産
業
と
地
域
か
ら
の
声

　

ま
た
大
統
領
選
挙
に
関
す
る
報
道
番
組
の

有
権
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
見
て
い
て

も
、
サ
ン
ダ
ー
ス
が
民
主
党
か
ら
で
な
く

な
っ
た
の
で
、
ト
ラ
ン
プ
に
入
れ
た
と
い
う

声
も
か
な
り
見
ら
れ
た
。ど
ち
ら
に
し
て
も
、

は
っ
き
り
し
た
も
の
言
い
そ
し
て
、
既
成
の

政
治
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な
る
主
張
を
多

く
の
国
民
が
求
め
て
い
た
の
は
確
か
の
よ
う

だ
。
こ
の
四
州
や
イ
リ
ノ
イ
は
合
わ
せ
て
中

西
部
工
業
地
帯
を
形
成
し
五
大
湖
の
水
運
を

基
盤
に
鉱
業
・
資
源
や
鉄
鋼
業
そ
し
て
自
動

車
産
業
な
ど
が
1
世
紀
以
上
も
前
か
ら
誕
生

し
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
鉄
鋼
と
い

え
ば
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
自
動
車
で
は
デ
ト
ロ

イ
ト
と
す
ぐ
連
想
で
き
る
ほ
ど
、
名
高
い
産

業
城
下
町
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
異
変
が
起
き
た
の
は
、

１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
自

動
車
や
鋼
材
あ
る
い
は
電
機
機
器
が
輸
入
品

の
大
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

輸
入
品
の
な
か
で
主
力
と
な
っ
た
も
の
は
メ

イ
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
日
本
製
）
で
あ
っ

た
。
米
国
市
場
が
海
外
製
品
に
シ
ェ
ア
を
奪

わ
れ
る
の
に
は
、
体
質
的
、
構
造
的
な
背
景

が
あ
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
解
説
す
る

と
石
油
危
機
（
73
年
秋
、
79
年
と
二
波
に

わ
た
っ
た
）
と
産
業
立
地
そ
し
て
寡
占
特
有

の
保
守
的
市
場
政
策
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
急
騰
に
よ
っ
て
、
消

費
者
が
燃
費
の
安
い
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
を
欲

し
て
も
、
米
国
企
業
は
機
敏
に
対
応
で
き
な

い
。
鋼
材
に
し
て
も
品
質
の
高
い
鋼
管
や
鋼

板
は
国
内
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
調
達
し
に
く

い
、
価
格
が
高
い
な
ど
当
時
か
ら
問
題
は
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
米
国
産
業
の
動
脈
硬
化
は
70

年
代
の
後
半
に
は
「
脱
工
業
化
」：Dis­

industrialaization

と
よ
ば
れ
、経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
調
査
報
道
も
活
発
に
な
っ

て
い
く
。
特
に
鉄
鋼
業
の
衰
退
は
急
速
で
80

年
を
越
え
る
こ
ろ
に
は
、
寡
占
体
制
は
崩
壊

し
、
小
型
電
炉
企
業
が
台
頭
す
る
主
役
交
代

の
時
期
と
な
っ
た
。
自
動
車
も
同
じ
時
期
に

三
割
近
く
ま
で
輸
入
に
浸
食
さ
れ
、
労
働
組

合
が
日
本
車
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
壊
す
職

場
防
衛
の
決
起
集
会
も
報
道
さ
れ
、
私
た
ち

の
記
憶
に
生
々
し
い
。
脱
工
業
化
は
工
場
閉

鎖
の
大
波
を
呼
び
起
こ
し
、
地
域
か
ら
活
気

を
奪
い
取
っ
て
い
く
。
い
つ
の
間
に
か
、
自

動
車
の
都
で
あ
る
デ
ト
ロ
イ
ト
は
「
全
米
で

も
最
も
危
な
い
街
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
荒
廃

し
て
い
っ
た
。

保
護
主
義
の
限
界
・
衰
退
の
病
理
は

　

わ
が
国
で
は
「
産
業
空
洞
化
」
と
い
わ
れ

る
こ
と
も
多
い
、
製
造
業
の
衰
退
は
上
で
触

れ
て
来
た
よ
う
に
単
に
外
圧
の
み
で
説
明
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
長
年
に
わ
た
っ
て
形

ト
ラ
ン
プ
現
象
と
米
国
中
西
部

　

 　
　
：
工
業
王
国
と
置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々

労
働
経
済
研
究
家　
　

山
　
本
　
喜 

久 

治
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成
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
国
の
産
業
の
今
風
に

い
う
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
派
生
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
ポ

イ
ン
ト
だ
。
米
国
の
自
動
車
や
鉄
鋼
と
い
っ

た
産
業
は
１
９
５
０
年
代
に
は
産
業
組
織
と

し
て
は
成
熟
し
て
お
り
、
競
争
は
中
核
企
業

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
生
産
設
備
を
拡

張
さ
せ
る
よ
う
な
行
動
は
見
ら
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
で
製
品
、
例
え
ば
車
で

い
え
ば
一
台
当
た
り
の
利
益
を
最
大
に
す
る

よ
う
な
戦
略
が
志
向
さ
れ
、
財
務
管
理
も
こ

の
よ
う
な
路
線
か
ら
実
施
さ
れ
、「
守
り
の

経
営
」
と
い
う
色
が
濃
く
な
っ
て
い
き
革
新

的
投
資
は
影
を
ひ
そ
め
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
工
場
閉
鎖
や

雇
用
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
70
年
代
末
か

ら
労
使
関
係
に
は
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。

先
ず
は
雇
用
の
た
め
に
賃
金
ア
ッ
プ
を
抑
え

る
と
い
う
、
譲
歩
交
渉
は
１
９
８
２
年
あ
た

り
か
ら
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
組
合
側
の
戦
術
転
換
に
も
関
わ
ら

ず
自
動
車
産
業
の
衰
退
は
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
イ
ン
フ
レ
が
終
息
し
た
80
年
代
初
頭
以

降
は
通
商
政
策
を
盾
に
し
て
輸
入
の
食
い
止

め
と
米
国
内
生
産
へ
誘
導
す
る
と
い
う
、
政

治
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
際
立
っ
た
。

　

国
内
雇
用
を
再
興
す
る
と
い
う
政
治
的
ア

ク
シ
ョ
ン
は
30
年
前
に
も
試
み
ら
れ
、
多
少

の
時
間
稼
ぎ
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
根
本
的

解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
わ
が
国
自
動
車

産
業
や
電
機
・
電
子
産
業
も
日
米
摩
擦
の
渦

中
で
輸
出
抑
制
や
現
地
生
産
に
舵
を
切
っ
て

い
た
時
期
で
も
あ
る
。
や
が
て
自
動
車
産
業

は
最
大
企
業
Ｇ
Ｍ
の
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン
危

機
に
際
し
国
の
救
済
を
受
け
て
何
と
か
命
脈

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
瀬
戸
際
ま
で

追
い
込
ま
れ
た
。

む
す
び
：
政
治
に
よ
る
雇
用
回
帰
は
可
能
か

　

か
く
て
、
80
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
中

西
部
工
業
ベ
ル
ト
の
没
落
は
労
組
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
必
死
の
防
戦
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
加
速
と

と
も
に
不
可
逆
的
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
９
２
年
に
動
き
出
し
た
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は

こ
の
事
実
を
追
認
し
、
地
域
の
雇
用
よ
り
も

企
業
が
存
続
す
る
こ
と
を
国
と
し
て
選
択
し

た
何
よ
り
の
証
拠
と
い
え
よ
う
。
米
国
第
一

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
30
年
も
の
間
、
忘
れ

ら
れ
た
ま
ま
の
労
働
者
に
は
、
久
し
ぶ
り
に

聞
か
さ
れ
る
エ
ー
ル
と
し
て
聞
こ
え
た
。
新

大
統
領
の
号
令
で
企
業
も
一
部
の
事
業
計
画

を
国
内
回
帰
と
修
正
は
で
き
よ
う
が
、
中

国
や
メ
キ
シ
コ
等
に
確
立
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
仕
切
り
直
し
に
は
法
外
な
コ
ス

ト
が
か
さ
み
、
国
境
の
壁
以
上
に
、
実
現
性

の
低
い
選
択
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

工
場
が
消
え
る
、働
く
場
所
が
な
く
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ど
こ
に
も
行
け

な
い
労
働
者
は
パ
ー
ト
や
期
限
付
き
の
短
期

仕
事
で
も
、食
い
つ
な
い
で
い
く
し
か
な
い
。

い
っ
た
ん
地
域
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
と
企
業

も
進
出
し
て
こ
な
い
。
ま
さ
に
悪
循
環
が
回

り
だ
し
、
政
治
か
ら
も
疎
外
さ
れ
る
と
い
う

意
識
が
鬱
積
し
て
い
く
。
実
際
に
相
当
の
期

間
、
脚
光
を
浴
び
な
い
地
域
や
集
団
が
中
西

部
・
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地

域
を
制
し
た
候
補
が
大
統
領
選
で
の
勝
者
と

な
る
例
が
多
か
っ
た
。
民
主
党
は
労
組
の
組

織
票
を
過
信
し
、
共
和
党
は
内
向
き
志
向
の

住
民
を
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ

陣
営
は
不
法
移
民
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
労
働

者
に
連
帯
す
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
威
勢
よ
く
吹

き
鳴
ら
し
た
。
労
働
者
が
何
に
対
し
て
不
満

を
感
じ
て
い
る
の
か
、
巧
妙
に
敵
意
も
拾
い

上
げ
た
。
か
く
し
て
、
地
盤
は
流
動
化
し
民

主
党
は
中
西
部
四
州
で
敗
北
し
、
大
統
領
選

の
帰
趨
が
こ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
選
挙
が
示
し
た
教
訓
は
何

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
一
つ
は
労
働
者
は
リ
ベ

ラ
ル
を
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
保
守
を
と
い
う
ポ
ジ

シ
ョ
ン
分
類
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。

次
い
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
も
特
に

中
西
部
労
働
者
は
国
境
の
存
在
を
強
く
意
識

し
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
系
の
成
長
企
業
は
ア

ジ
ア
を
主
と
し
て
世
界
か
ら
の
人
材
を
求
め

て
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ

ら
を
括
る
と
、
資
本
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拡

大
が
続
く
な
か
で
、
余
力
を
失
っ
た
労
働
大

衆
が
国
家
に
求
め
た
も
の
は
、
理
想
的
な
価

値
観
と
い
う
よ
り
も
輸
入
品
の
大
波
や
事
業

所
の
海
外
移
転
か
ら
彼
ら
を
守
る
政
治
の
力

で
あ
っ
た
。
国
家
の
な
か
に
居
場
所
を
確
保

し
た
い
、
こ
う
し
た
労
働
者
の
声
が
ト
ラ
ン

プ
の
国
境
の
壁
を
政
治
の
最
大
課
題
と
す
る

主
張
に
共
鳴
す
る
時
代
と
な
っ
て
来
た
。
こ

の
こ
と
を
私
た
ち
も
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
。

「健康茶めぐすりの木」
価格：１０３０円

メグスリノキのお茶
注文・お問い合わせは、

富士工業㈱ グリーン開発部
0120ー730ー477

パソコンやスマホ社会の到来で眼にストレス
を抱えていませんか？
そんな時にメグスリノキ茶で一休みしてくだ
さい。
きっとお役立て頂けると思います。
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会員年会費または寄付金のお願い

ＮＰＯ法人あったかサポートは、「労働と社会保障」に係る市民のコモンセンスづくりを進めます。
当法人の活動へのご理解を賜り、本年度も引き続き年会費または寄付金をお願いします。
　　（１）正会員は、年間１口５、０００円です。個人として総会での議決権を有します。
　　（２）協力会員は、年間１口１０、０００円です。団体としての参加ですから総会での議決権はありません。
　　（３）賛助会員は、年間１口３、０００円ですが、当法人の活動に直接参加できない方のための制度です。
　　　　 従って、総会での議決権はありません。
尚、当会への協力会員会費、賛助会費は、寄付金控除にご利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→特定非営利活動法人 あったかサポート

集

編

後

記

　

突
然
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
「
森
友
学
園
」
事
件
。
東
京
都
の
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
問
題

と
同
様
に
真
相
解
明
は
進
ま
な
い
が
、
い
ず
れ
も
「
お
金
」
と
「
土
地
」
絡
み
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
政
治
や
行
政
に
関
わ
る
「
忖
度
」
と
い
う
言
葉
が
度
々
登
場
す
る
。「
忖
度
」
と
は
、

辞
書
に
よ
る
と
「
他
人
の
心
中
を
お
し
は
か
る
こ
と
。
推
察
。
相
手
の
気
持
ち
を
―
す
る
」

と
あ
る
。
財
務
省
な
ど
権
力
が
集
中
す
る
場
所
に
、こ
の
「
忖
度
」
が
拡
が
る
と
、「
利
権
漁
り
」

が
は
び
こ
り
碌
な
こ
と
は
な
い
。
も
し
、
そ
こ
に
一
国
の
総
理
が
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
な

ら
ば
、
お
隣
の
韓
国
を
わ
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

い
ま
安
倍
総
理
が
議
長
を
務
め
る
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」

と
い
う
戦
略
構
想
の
下
に
「
新
三
本
の
矢
」
を
方
針
化
し
、
そ
れ
を
具
体
的
な
実
行
に
移
す

た
め
の
政
策
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、「
働
き
方
改
革
」
に
よ
っ
て
「
成
長
戦
略
」
を
実
現
さ

せ
る
構
想
の
下
、
そ
れ
が
執
行
さ
れ
る
過
程
で
「
利
権
」
絡
み
の
「
忖
度
」
が
拡
が
る
こ
と

は
な
い
か
、
危
惧
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
折
3
月
7
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、

「
規
制
改
革
推
進
会
議
」
が
労
働
基
準
監
督
官
の
要
員
不
足
か
ら
、
監
視
が
届
か
な
い
こ
と
に

対
し
、
臨
検
な
ど
監
督
署
業
務
を
社
会
保
険
労
務
士
に
民
間
委
託
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。「
ブ
ラ
ッ
ク
社
労
士
」
と
揶
揄
さ
れ
る
社
労
士
が
存
在
す
る
現
状
に
、「
お
い

お
い
、
そ
れ
で
大
丈
夫
か
」
と
声
を
か
け
た
く
な
る
の
は
編
集
子
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

今
日
、
様
々
な
領
域
で
公
務
サ
ー
ビ
ス
が
限
り
な
く
民
間
委
託
さ
れ
る
「
規
制
緩
和
」。
軍

事
や
刑
務
所
さ
え
も
が
、
民
間
委
託
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
。
背
景
に
世
界
を
支
配
す
る
「
新
自

由
主
義
思
想
」
の
存
在
が
あ
る
。
自
然
を
破
壊
し
尽
く
し
、
際
限
な
く
富
を
求
め
る
強
欲
資

本
主
義
が
跋
扈
す
れ
ば
、際
限
な
く
富
の
奪
い
合
い
が
進
む
。
ア
メ
リ
カ
の
根
本
理
念
は
、「
自

由
」
と
そ
れ
を
担
保
す
る
「
自
己
責
任
」、
そ
し
て
「
監
視
」
し
「
抑
圧
」
す
る
「
力
」
つ
ま

り
国
家
の
「
暴
力
」
の
二
つ
だ
。
そ
う
し
た
社
会
に
異
議
申
し
立
て
を
行
う
者
が
現
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
抑
え
る
か
の
よ
う
に
い
ま
私
た
ち
の
国
で
は
、「
共
謀
罪
」
が
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
民
主
主
義
を
守
る
た
め
の
代
償
だ
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
る
と
、「
い
や
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
」
と
言
い
た
く
な
る
。
権
力
が
集
中
す
る
政
治
や
行
政
に
「
忖
度
」
さ

れ
る
の
は
、
真
っ
平
御
免
だ
。
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
国
は
、
お
金
や
力
と
は
無
縁
な
人
た

ち
の
思
い
や
日
常
の
生
活
を
こ
そ
、「
忖
度
」
で
は
な
く
「
思
い
や
る
」
こ
と
が
で
き
る
、
や

さ
し
く
寛
容
な
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

さ
て
６
月
３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
12
回
総
会
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
「
働
き
方
改
革
」

に
焦
点
を
置
い
て
取
り
上
げ
る
予
定
だ
。
今
号
で
取
り
上
げ
た
「
過
労
死
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
」、「
個
別
労
働
紛
争
の
解
決
手
段
」、「
年
金
額
改
定
ル
ー
ル
」
の
い
ず
れ
も
、
そ

れ
に
関
わ
る
課
題
だ
。
記
念
講
演
で
は
、
当
法
人
の
初
代
副
理
事
長
を
務
め
て
頂
い
た
中
島

光
孝
弁
護
士
に
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
中
心
に
「
働
き
方
改
革
」
が
も
た
ら
す
こ
れ
か

ら
の
日
本
的
雇
用
の
行
方
、
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
頂
く
予
定
だ
。
参
加
者
で
議
論
す
る

時
間
も
設
け
た
い
の
で
、
大
い
に
語
り
合
っ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。�
（
笹
尾
）

■ご相談とお問合せ

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局　笹尾達朗（当法人・常務理事）

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://attaka-support.org/
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

ささおたつろう

当
法
人
に
贈
呈
を

頂
い
た
図
書
を

紹
介
し
て
い
ま
す

当
会
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

柴田　悠 著
朝日新書

2015年5月23日　第10回記念シンポジウム
「労働 ･教育 ･福祉の一体化に向けた政策課題を探る」

濱口桂一郎 ･ 本田由紀・埋橋孝文による報告と討議の記録
頒価：800円（送料200円）　お問合せは当会までお願いします。


